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海辺の丘に広がる空の広いまちなみ

豊かな緑に調和する屋根と明るい外壁がつくるまちなみ

住民の手で育てていくまちなみ

明舞の景観デザインテーマ

元気で美しいまちをめざして

団地の歴史に培われた資源を活かす
現代的ニーズに即した
　新しい団地のイメージをつくる

明舞景観デザインコード　①デザインテーマ

計画されたゆとりを活かそう
・敷地のゆとり＝明舞団地の財産

・ゆとりあるまちを目指す

緑豊かなまちをつくろう
・明舞団地の特色である豊かな緑を活かす

地形と立地の良さを活かそう
・海に面したロケーションと　
　　　　　　土地の高低差が明舞の特徴

・土地の高低差を、障害から魅力へ転換する

開発前の歴史や自然を活かそう
・自然の風景を残した公園や　

　　　　　　　　地域内に残る森を守る

・地区の歴史を残す史跡などを大切にする

見通しの良い、明るく
　ヒューマンスケールなまちを作ろう

・見通しが良く安全で、明るいまちづくり

・ヒューマンスケールなまちづくり

多様な人々が
　集まれるまちをつくろう

・多様な人々が快適に過ごせるまちをつくる

・ユニバーサルデザインのまちづくり

まちに一体感を取り戻そう
・まちのデザインのルールにより 

　　　　　　　　団地に一体感を取り戻す

地域や周辺の環境に配慮しよう
・環境共生的なライフスタイルを

　　　　　　　　実現できるまちをめざす

変化と活力に富んだ
　　　　　　　まちをつくろう

・個性豊かで変化と活力に富んだまちをめざす

―１― ―２―



歩道を楽しく演出

道路ににぎわいを

変化に富んだ建物

できるだけ屋上を緑化する

道路沿いの緑化

幹線道路へのアクセスルートを設ける

明るい外壁と褐色の屋根による景観づくり

セットバック等による圧迫感の軽減

道路沿いの景観づくりの工夫

変化に富んだ建物にする

ポケットパークなどで歩道を楽しく

道路沿いはできるだけ緑化する

無電柱化に努める

修
景
の
工
夫
①

修
景
の
工
夫
②

修
景
の
工
夫
③

道路沿いはできるだけ緑化する

幹線道路からアクセスできるとよい

変化に富んだ風景をつくる

擁壁の着彩による修景

道路沿いはできるだけ緑化する

セットパック等により圧迫感を軽減

変化に富んだ風景をつくる

建物はできるだけ分節化する

擁壁の着彩／カラー舗装

明舞景観デザインコード　②道路沿い景観

ストリートファニチュアの工夫

バス停

電話ボックス

案内板

変化のある立面をつくる
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団地入口の景観イメージ センター地区のイメージ



集合住宅の景観づくりの工夫

明るい外壁と褐色の屋根による景観づくり

駐車場は防犯に注意しながら極力緑化する

できるだけ住棟を分節化し圧迫感を軽減する

単調な住棟配置を避け、変化に富んだ配置とする

敷地内はできるだけ緑化する

できるだけ勾配屋根を設ける

できるだけ屋上緑化する

空の広さを大切にする

できるだけ空が見えるようにする

空の狭い敷地通路 空の広い明るいまちなみをつくる

変化のある外観

低層部分をつくる

様々な勾配屋根のパターン

海への眺望を大切にする

単調な配置

単調で圧迫感のある外観

無機的でうるおいのない敷地際 敷地際をうるおいのある表情に

変化のあるスカイライン

すらす かこむ リズムを変える

緑化する

天然の材料を用いる

修
景
の
工
夫
①

修
景
の
工
夫
④

修
景
の
工
夫
③

修
景
の
工
夫
②

できるだけ勾配屋根を設ける

セットバックする

明舞景観デザインコード　③集合住宅の景観デザイン
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駐車場や敷地際は防犯に注意しながら極力緑化する

海への眺望を大切にする

空の広さを大切にする

できるだけ住棟を分節化し圧迫感を軽減する

単調な住棟配置を避け、変化に富んだ配置とする

カラー舗装などによるにぎわい演出

敷地際をうるおいのある表情に
集会所は遊歩道に面して設置する

フットパス（遊歩道）の景観イメージ



戸建住宅の景観づくりの工夫

修
景
の
工
夫
①

修
景
の
工
夫
④

修
景
の
工
夫
③

修
景
の
工
夫
②

街路から緑を楽しめるように

防犯上、見通せることも大切

閉鎖型の庭

緑化する

コンクリート打放は避ける

天然の材料を用いる

できるだけ勾配屋根にする

明るい外壁と褐色の屋根による景観づくり

明るい外壁と褐色の屋根による景観づくり

敷地内はできるだけ緑化する

できるだけ素材感のある仕上材を用いる

敷地際はできるだけ緑化する

明るい外壁と褐色の屋根による景観づくり

フェンスよりも生け垣に

緑化する

天然の材料を用いる

できるだけ勾配屋根を設ける

ばらばらで落ち着きのない立面

敷地際はできるだけ緑化する

擁壁は自然の素材が望ましい

フェンスやプロックよりも生垣

敷地内はできるだけ緑化する

明るい外壁と褐色の屋根による景観づくり

できるだけ素材感のある仕上材を用いる

明舞景観デザインコード　④戸建住宅の景観デザイン
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